
広報WARABI ● 平成22年11月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.10km２

● 10月１日現在人口：72,374人 前月比  ＋362人
 　　　　　　　　　   男 36,961人　女 35,413人
　　　　　　　　　 世帯数：36,017
　　　　　　　　　 人口密度：14,190人／km２

2010/平成22年
わらび・710

正しい姿勢で筆を立てて！
みんな大好きお習字の時間
　みどり保育園のらいおん組（５
歳児クラス）では、月に１回お習
字をしています。筆を立てて字を
書けるようになってきた園児19人
がこの日挑戦したのは小学校の
「小」の字。来年４月に１年生にな
るみんなにとって、きっと思い出
に残る1文字になることでしょう。
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　昭和53年に始まった愛の給食
は、公民館の料理教室に通う主
婦たちが勉強した料理を地域の
お年寄りにも食べてもらおう
と、広がっていきました。当時、
講師だった私は、以来、ずっと愛
の給食に携わってきましたが、
昔も今も、食べる人を思いなが
ら作る姿勢は変わりませんね。

村
むら

松
まつ

 好
よし

以
い

さん
錦町３丁目・80歳

◀�利用者の笑顔を思い浮かべながら、西公民館で料理する社協錦町支
部･愛の給食部会の皆さん（会員24人・𠮷川照子部会長）。こうした
　心と心をつなぐ愛の給食は市内各地区の社協支部で行われています

～心と心を結ぶ　手作り弁当～

　　　　料理教室から広がった給食の輪

　

錦
町
支
部
の
秋あ

き

元も
と

知と
も

子こ

さ

ん
が
玄
関
を
開
け
る
と
、岡お

か

本も
と

浪な
み

子こ

さ
ん（
87
歳
）は
ベ
ッ
ド

か
ら
身
を
乗
り
出
し
て
出
迎

え
よ
う
と
し
ま
す
。
足
の
不

自
由
な
岡
本
さ
ん
に
と
っ
て

月
３
回
の
愛
の
給
食
は
な
に

よ
り
の
楽
し
み
。「
い
つ
も
お

い
し
く
い
た
だ
い
て
ま
す
」。

そ
う
話
す
と
、
手
作
り
の
味

を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、愛
の
給
食
は
見
守
り

活
動
も
兼
ね
て
い
ま
す
。「
今

日
は
少
し
風
邪
ぎ
み
で
ね
」

と
鈴す

ず

木き

和か
ず

男お

さ
ん
（
83
歳
）。

で
も
、
給
食
を
届
け
る
髙た

か

野の

幸ゆ
き

江え

さ
ん
の
顔
を
見
る
と
満

面
の
笑
顔
。別
れ
際
、「
ま
た

来
る
ね
」と
髙
野
さ
ん
。そ
の

後
ろ
姿
を
鈴
木
さ
ん
は
い
つ

ま
で
も
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。

静かな部屋の中に響くテレビの音―。体の自由が利かず、食事も粗
そ

末
まつ

になりがち。
決して人ごとではありません。少子高齢化、核家族化が進むなか、話し相手もなく日常生活に
不安を抱える独り暮らしのお年寄りがいます。
人は誰しも歳をとります。住み慣れたまちで健やかに暮らしたい。そのためには、
地域で支え合う心がたいせつではないでしょうか。
地域福祉―。それは、人と人との温かい触れ合いが原点です。
ここ２、３㌻ではそんな原点が垣

かい

間見える蕨市社会福祉協議会の ｢愛の給食｣ をご紹介します。

支える人がいる
特集：高齢社会を生きる

独り暮らしや体の不自由な
お年寄りに真心弁当をお届けします

愛の給食
声
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低学年の部　優秀賞（市議会議長賞）

→体・県内在住の個人）・事業者部門（環境に関する社会貢献活動をしている県内事業者）　問い合わせ＝県温暖化対策課（☎048・830・3038）■平成22年度さいたま環境賞候補者募集／30日まで  対象＝県民部門（環境学習などの環境保全意識の高揚に資する活動をしている県民団→

　この作品には、ちょっとし
たいたずらが大火事になる怖
さを竜で表現しました。そし
て､ 火事で失ってしまう､ 僕
のたいせつなもの全てを描き
ました。これで火事の怖さが
伝わればいいな、と思います。

｢火事って
おそろしい｣

竹
たけ

島
しま

  康
こう

太
た

郎
ろう

さん

中央東小学校６年

　たくさんの人に見て
もらえるように、文字
を入れたりして、分か
りやすいポスターにし
ました。防火には、い
ろいろな点検が必要だ
と改めて感じました。

｢みんなで点検！｣

　何に気を付ければ火
事にならないか考えて
描きました。やかんと
火の形を描くのが難し
かったです。絵を見て
もらい、少しでも火事が
減るとうれしいです。

「消したかな」

小学生が描いた

　今月9日～15日は､ 秋の火災予防運動週間です。市消防本部では､ 防火
意識の高揚などを目的に、第１回防火ポスター展を開催しました。このポス
ター展は、市内の小学校全７校から防火に関するポスターを募集したもの
で、防火を訴える力作が多数寄せられました。そこで今月は､ 入賞作品の
一部をご紹介します。カラーでお伝えできないのが残念ですが、９日～15日
の火災予防運動週間中は、市役所１階ロビーで入賞作品を御覧いただけます。

高学年の部　最優秀賞（市長賞）

長
なが

井
い

　和
かず

貴
き

さん

中央東小学校４年

小
こ

柳
やなぎ

　優
ゆう

夏
か

さん

東小学校６年

高学年の部　優秀賞（市議会議長賞）

高学年の部　優秀賞（教育長賞）

　僕の家から消防車の
サイレンが聞こえてき
ます。その音が聞こえ
てこないようにするた
めに描きました。火事
が怖いものだと表現す
るのが難しかったです。

｢炎のモンスターが
こないために…」

　もくもくと煙が出て
いる火事を見たことが
あります。お母さんに
｢てんぷら鍋の火事が多
い」と聞き描きました。
えびの焦げ目の色を作
るのが難しかったです。

富
とみ

田
た

　優
ゆ

美
み

さん

中央東小学校３年

長
は

谷
せ

川
がわ

  航
こう

汰
た

さん

中央東小学校３年

低学年の部　優秀賞（教育長賞）

　夏休みの宿題で描きまし
た。小さい頃から働く自動車が
好きですが、なかでも消防車が
大好きです。｢火の用心｣の漢字
を描くのが難しかったです。
水が出ている感じが上手に描
けたかな、と思っています。

｢火の用心｣

西
にし

尾
お

　太
だい

吾
ご

さん

中央東小学校１年

低学年の部　最優秀賞（市長賞）

｢気をつけよう
てんぷら鍋の火事｣

住宅防火　いのちを守る7つのポイント

○3つの習慣 
　⑴寝たばこは、絶対にやめる
　⑵�ストーブは、燃えやすい物から離れた所で使用する
　⑶ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
○4つの対策 
　⑴逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
　⑵�寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、
防炎品を使用する

　⑶�火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器など
を設置する

　⑷�お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所の
協力体制をつくる

問い合わせ＝消防本部予防課（☎441・0174）

秋
の
火
災

予防
運動週間

11月
９日～15日

全国統一防火標語
　「消したかな」あなたを守る　合言葉

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

　

【高学年の部】

優秀賞
　・消防委員長賞　東小学校6年　唐澤　奈央子さん
　・消防長賞　　　東小学校6年　浜塚　勇樹さん
　・消防団長賞　　東小学校6年　木原　楓さん
　・防火協会長賞　中央東小学校6年　戸塚　輝一さん

【低学年の部】

優秀賞
　・消防委員長賞　中央東小学校2年　根岸　岳さん
　・消防長賞　　　中央東小学校3年　奥原　岳人さん
　・消防団長賞　　中央東小学校2年　田村　風太さん
　・防火協会長賞　中央東小学校3年　太田　都夢さん

～おめでとうございます～
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中心市街地活性化基本計画の素案策定
推進機構はにぎわいまちづくり連合会

■彩の国動物愛護推進員募集／30日まで 動物の愛護や正しい飼い方に関する知識情報などの普及啓発 詳細＝県生活衛生課（☎048･830･3612）■川を汚さないようにしましょう／生活排水は汚染の原因です　排水対策にご協力を 問い合わせ＝安全安心推進課生活環境係（☎443・3706）

　

近
年
、
広
い
商
圏
を
持
っ
た
大

型
店
舗
の
進
出
や
、
商
店
街
を
形

成
す
る
小
売
業
者
の
後
継
者
難
な

ど
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
の
空
洞

化
が
全
国
的
に
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
中
山
道
の
宿
場
町
と

し
て
栄
え
、
そ
の
後
、
蕨
駅
の
開

設
と
と
も
に
こ
れ
ら
周
辺
地
域
を

中
心
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
た

蕨
市
で
も
、
空
き
店
舗
の
増
加
や

自
転
車
や
歩
行
者
の
通
行
量
の
減

少
な
ど
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
市
で
は
、
日
本
一

小
さ
な
市
と
い
う
特
性
を
生
か
し
、

商
業
の
活
性
化
や
街
な
か
で
の
生

活
の
魅
力
向
上
な
ど
、
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
よ
う
と
、
今
年
８
月
、

蕨
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
の
素
案
を
策
定
し
ま
し
た
。　

　

空
き
店
舗
の
活
用
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
こ
の
計
画
は
、
平

成
27
年
ま
で
の
５
か
年
計
画
で
、

国
か
ら
認
定
さ
れ
る
と
、
ま
ち
づ

く
り
事
業
で
重
点
的
に
補
助
金
を

受
け
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
と
協

議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
の
推
進
機
構

と
し
て
、「
蕨
市
に
ぎ
わ
い
ま
ち

づ
く
り
連
合
会
」
を
指
定
し
ま
し

た
。
同
連
合
会
は
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ

う
と
、
蕨
市
商
店
街
連
合
会
が
発

展
的
に
解
散
し
て
今
年
６
月
に
発

足
し
た
も
の
で
、
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
の
推
進
団
体
と
し

て
自
治
体
が
指
定
す
る
の
は
県
内

で
初
め
て
で
す
。

取
り
組
み
と
し
て
、
来
客
数
が
減

少
す
る
週
末
の
夕
方
に
、「
日
曜
日

の
夕
べ
、
蕨
を
に
ぎ
や
か
に
す
る

イ
ベ
ン
ト
」
と
題
し
た
催
し
を
開

始
し
て
い
ま
す（
６
㌻
写
真
参
照
）。

　

訪
れ
た
皆
さ
ん
に
大
好
評
の
こ

の
催
し
で
は
、
商
店
街
の
店
舗
前

に
く
つ
ろ
ぎ
の
場
を
用
意
し
て
、

毎
回
サ
ン
マ
や
き
の
こ
汁
な
ど
旬

の
食
材
を
使
っ
た
逸
品
や
飲
み
物

を
安
価
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
現

在
月
１
回
、
中
山
道
本
町
通
り
と

蕨
駅
西
口
駅
前
通
り
、
南
町
の
三

ツ
和
銀
座
通
り
で
、
商
店
街
の
皆

さ
ん
が
食
材
を
厳
選
し
た
り
、イ
ラ

ス
ト
の
入
っ
た
手
作
り
の
看
板
を

作
っ
た
り
と
精
力
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。「
旬
の
て
ん
ぷ
ら
が
２
０

０
円
」、「
ビ
ー
ル
も
ち
ょ
う
だ
い
」

な
ど
、威
勢
の
よ
い
掛
け
声
が
飛
び

交
い
幅
広
い
世
代
の
交
流
の
場
と

し
て
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
と
同
連
合
会
が
進
め

て
い
る
、
蕨
駅
西
口
駅
前
通
り
沿

い
の
蕨
中
央
駐
車
場
跡
地（
中
央
３

丁
目
13
番
）に
建
設
す
る
、「（
仮
称
）

ワ
ク
ワ
ク
体
験
に
ぎ
わ
い
館
」の
設

置
工
事
が
12
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

（
上
写
真
参
照
）。こ
の
施
設
は
、
昼

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
、夜

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
居
酒
屋
な
ど
と

し
て
体
験
出
店
希
望
者
に
施
設
を

貸
し
出
し
、誰
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
、〝
地
域
の
食
卓
〞を
設
け
て
、に

ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
ま
ち
の
活

性
化
に
欠
か
せ
な
い
元
気
な
商
店

街
づ
く
り
を
、
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
の
下
、
蕨
市
に
ぎ
わ

い
ま
ち
づ
く
り
連
合
会
と
協
力
し

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

推進機構指定書の交付式（8月11日）

ま
ち
活
性
化
の
基
本
計
画

蕨を元気なまちにします
　これまでの商店街連合会を解散して、今年
8月、社団法人として新たなスタートを切りま
した。今までは商業者だけで構成していまし
たが、一般市民や建設業などの会員も加わり、
空き店舗対策なども含めた市全体のまちづく
りを網羅できる組織となりました。会員の皆
さんとともに、今まで以上に市や商工会議所
と知恵を出し合い、元気なまちにしていきます。

大
おお

竹
たけ

 虎
と ら

彦
ひ こ

さん
㈳蕨市にぎわいまちづくり
連合会理事長・65歳

元気な商店街・にぎわいのあるまちへ

　市では､にぎわいのあるまちづくりを
目指して､今年８月､中心市街地活性化基
本計画の素案を策定し、推進機構として
「蕨市にぎわいまちづくり連合会」を指定
しました。今月は､同計画の概要と、同連
合会の取り組みについてご紹介します。

日
曜
の
夕
べ
に
ぎ
や
か
に

　

同
連
合
会
で
は
、
早
速
、
蕨
の

ま
ち
を
に
ぎ
や
か
に
す
る
た
め
の

駅
前
通
り
に
地
域
の
食
卓

女性の活力が印象的なピアロード商店街と旭まちづくり夢工房の皆さん

法
はっ

被
ぴ

を身に着け威勢のよい掛け声で会を盛り上げる南町商和会の皆さん

｢まちをにぎやかに｣ の思いが市内に広がる中仙道蕨宿商店街の皆さん

～日曜日の夕べ各商店街の様子～

・ 中山道を賑やかにする会／とき＝
14日（第２日曜日）午後4時　とこ
ろ＝中山道本町通り（酒屋前）

日曜日の夕べ11月の日程

特集：蕨を元気なまちに

・ 南町を賑やかにする会／とき＝
21日（第３日曜日）午後５時　と
ころ＝三ツ和銀座通り

・ にぎわい日曜日の夕べ in 旭町／
とき＝28日（第４日曜日） 午後4
時～7時 ところ＝蕨駅西口駅前通
り（ブティック前）

※イメージ図

12月から（仮称）ワクワク体験にぎわい館の工事が始まる蕨中央駐車場

　蕨市にぎわいまちづくり連合会では、随
時会員を募集しています。いっしょに、に
ぎわいのあるまちづくりに向けて活動して
いきませんか。ご入会お待ちしています。
問い合わせ＝蕨商工会議所（☎ 432・2655）

Ｊ
Ｒ
蕨
駅

建 設 予 定 地
市役所通り市役所

蕨市民会館
埼玉りそな銀行

蕨 駅 西 口 駅 前 通 り

西友

桜
橋
通り

ぶぎん通り

西口

国
道
17号

み
ゆ
き
通
り 京

浜
東
北
線

▲
大
宮

東
京
▼

戸
田
市
▼

旧
中
山
道

市役所通り市役所

蕨市民会館

▲
さ
い
た
ま
市

i
T
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図
２　

様
式
の
変
更

■特設行政相談所／5日　午後1時～4時　武蔵浦和駅南ビル「マーレＡ館」　年金・保険相談など　詳細＝関東管区行政評価局（緯048・600・2₃11）■市民講座 ｢薬物依存症｣／12日　午後１時半～４時　精神科医による講演　先着80人　無料　申し込み・問い合わせ＝川口保健所（緯262･6111）

塚小まつりで地域交流

くるる開館式典盛大に

中央でハロウィン祭り

児童喜ぶ高校生の訪問
　

同
じ
地
域
で
学
ぶ
児
童
・

生
徒
の
触
れ
合
い
を
深
め
よ

う
と
、10
月
12
日
、「
小
学
生

と
高
校
生
の
交
流
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
蕨
高
校
の
１
・

２
年
生
67
人
が
北
小
学
校
を

訪
れ
、
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動

に
参
加
。
生
徒
か
ら
勉
強
や

パ
ソ
コ
ン
の
知
識
な
ど
を
教

わ
っ
た
児
童
た
ち
は
、
終
始

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

新鮮野菜求めて600人
　

10
月
22
日
と
23
日
に
和わ

楽ら

備び

神
社
で
市
内
農
家
の
皆
さ

ん
が
組
織
す
る
、
蕨
市
園
芸

緑
化
研
究
会
と
蕨
市
が
主
催

の「
第
35
回
園
芸
祭
」が
開
か

れ
ま
し
た
。会
場
に
は
、丹
精

こ
め
て
作
ら
れ
た
ダ
イ
コ
ン

や
ネ
ギ
、
コ
マ
ツ
ナ
な
ど
50

品
目
が
並
び
、
訪
れ
た
６
０

０
人
は
、
安
全
で
新
鮮
な
野

菜
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
交
流
を
深
め
よ
う

と「
塚
小
ま
つ
り
」が
10
月
23

日
、同
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

缶
倒
し
や
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
な

ど
の
ゲ
ー
ム
や
模
擬
店
ほ
か
、

隣
接
す
る
武
南
高
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
が
祭
り
を
盛
り
上

げ
る
な
ど
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ

ん
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し

に
約
８
０
０
人
が
訪
れ
、
秋

の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

蕨
駅
西
口
公
共
公
益
施
設

「
く
る
る
」の
開
館
記
念
式
典

が
10
月
１
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
の
ほ
か
、
旭
童
謡
の
会

の
皆
さ
ん
に
よ
る
合
唱
が
あ

り
、
盛
大
に
開
館
を
祝
い
ま

し
た
。
参
加
者
１
３
３
人
。

施
設
は
１
階
旭
町
公
民
館
、

２
階
保
育
園
（
来
年
４
月
開

園
予
定
）、３
階
文
化
ホ
ー
ル
。

　

10
月
23
日
、中
央
地
区
で
、

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ワ
ー
ル
ド　
Ｉ

Ｎ　

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｉ
」と「
親

子
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し
も

う
！
」
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、
思
い
思
い
に
仮
装

し
、ま
ち
を
パ
レ
ー
ド
。訪
れ

た
約
２
２
０
０
人
は
、
に
ぎ

わ
い
を
楽
し
み
な
が
ら
地
域

の
触
れ
合
い
を
深
め
ま
し
た
。

母
子
寮
で
す
。
昭
和
30
年
代

後
半
に
蕨
駅
近
く
か
ら
移
転

し
、
戦
争
で
夫
を
失
っ
た
母

と
子
が
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
の
写
真
は
、
現
在
の
様

子
で
す
。
蒸
気
機
関
車
に
は

乗
っ
て
遊
ぶ
こ
と
は
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
交
通
ル

ー
ル
が
学
べ
る
公
園
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
す
。

大
荒
田
交
通
公
園

いま むかし
語 る 人

斎
さい

藤
とう

　汎
ひろし

さん
南町２丁目・72歳

　

昔
の
写
真
は
、
公
園
建
設

中
の
昭
和
44
年（
同
年
完
成
）

で
す
。大
荒
田
交
通
公
園（
南

町
２
丁
目
）
は
交
差
点
や
道

路
標
識
、
踏
切
な
ど
、
児
童

が
楽
し
み
な
が
ら
交
通
ル
ー

ル
を
学
ぶ
た
め
に
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
完
成
間
近
に
は
国

鉄
の
ご
好
意
に
よ
り
、
旅
客

用
や
貨
物
用
な
ど
で
運
行
し

て
い
た
蒸
気
機
関
車
Ｃ
11
型

が
設
置
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

長
さ
約
12
㍍
、高
さ
約
４
㍍

の
真
っ
黒
な
蒸
気
機
関
車
は
、

園
内
で
存
在
感
が
抜
群
で
し

た
。
当
初
は
蒸
気
機
関
車
に

乗
る
こ
と
が
で
き
、
乗
り
物

好
き
な
息
子
に
と
っ
て
、
お

気
に
入
り
の
場
所
で
し
た
。

　

蒸
気
機
関
車
左
側
に
見
え

る
２
階
建
て
の
建
物
は
、
蕨 － 300 －

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

〔差し上げます〕
▶猫（３匹）　ミケ（雌１匹）・茶と白の
まだら模様（雄１匹・雌１匹）　生後２
か月半　取りに来てくれる人︿小暮・
緯443・3098﹀
▶三輪車（女の子用）　数回使用　取り
に来てくれる人︿根本・緯443・7755﹀
〔参加しませんか〕
▶ちびっこカンフー体験!!　27日　午
前10時　中央東小学校　500円　親子
（５歳以上）︿蕨中東カンフークラブ・
吉田・緯090・9812・6620﹀
〔仲間になりませんか〕
▶コーロ・ダーマ（女声合唱団）　水曜
日　午前10時　中央公民館　月4,000
円︿町田・緯441・2456﹀
▶笑
わら
美
び
（話し方サークル）　第１・３・

５日曜日　午前9時45分　南公民館　
月1,500円︿鈴木・緯090・4063・7594﹀
▶南囲碁クラブ　火曜日　午前10時　
南公民館　無料︿井上・緯442・0259﹀
▶楊名時（太極拳）　土曜日　午後２時
半　蕨駅東口駅前ラ・セーヌビル　月
4,500円︿浦島・緯224・5915﹀
▶中央バドミントンクラブ　木曜日　
午後７時　土曜日　午後２時　中央小
学校　月1,000円　高校生以上　初心
者歓迎︿鈴木・緯431・7452﹀
▶武福太極拳　火曜日　午前９時15分
市民体育館　月2,500円　要介護にな
らないための太極拳︿古郡・緯048・
864・9656﹀
▶フルートクラブ・ラルジュ　火曜日
午後８時　東公民館　月3,000円　初
心者歓迎︿渥美・緯431・6580﹀
▶絵手紙クラブにしき　第１・３水曜
日　午前10時　西公民館　月1,500
円　手作り年賀状を作りませんか︿田
中・緯443・0938﹀
〔ご相談ください〕
▶蕨断酒会（酒害相談）　２日＝中央
公民館　10日＝南公民館　25日＝旭町
公民館　午後６時半︿岡田・緯441・
3172﹀
▶アルコール依存症の自助活動　月曜
日　午後７時　中央公民館︿ＡＡ浦
和・緯03・5957・3506﹀

情報ダイヤル
掲載は無料です

問秘書広報課（緯433・7703）

か
つ
正
確
な
処
理
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
窓
口
で
の

証
明
書
発
行
や
届
出
書
の
受

理
な
ど
の
時
間
を
大
幅
に
短

縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
電
算
化
後
も
届
出

や
証
明
書
交
付
申
請
書
の
手

続
き
、
手
数
料
な
ど
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

続
い
て
、
電
算
化
に
伴
う

変
更
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
ま
ず
は
氏
名
の
文

字
は
、
辞
書
に
載
っ
て
い
な

い
文
字（
誤
字
）で
の
記
載
が

あ
る
場
合
、
全
て
辞
書
に
載

っ
て
い
る
文
字（
正
字
）で
記

載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

（
図
１
）。
し
か
し
、
こ
の
取

り
扱
い
は
戸
籍
の
表
記
上
だ

け
で
す
。
対
象
の
皆
さ
ん
の

氏
名
が
変
更
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
ご
安
心
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
印
鑑
登
録
の

印
鑑
や
年
金
手
帳
、登
記
簿
、

リポート　そこが知りたい

〈₇₀〉

　

市
で
は
、
更
な
る
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
今
月
13

日
か
ら
蕨
市
に
本
籍
が
あ
る

人
を
対
象
に
戸
籍
事
務
の
電

算
化
を
開
始
し
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
15
日
以
降
に
発
行

さ
れ
る
証
明
書
は
電
算
化
後

の
物
と
な
り
ま
す
。
事
務
処

理
は
、
手
作
業
か
ら
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
の
管
理
に
な
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
迅
速

り
ま
す
。
ま
た
、
様
式
は
縦

書
き
の
文
書
体
か
ら
、
横
書

き
の
項
目
ご
と
の
記
載
と
な

り
、
よ
り
見
や
す
い
様
式
と

な
り
ま
す（
図
２
）。

　

電
算
化
前
の
管
理
と
な
る

紙
の
戸
籍
は
、「
平
成
改
製
原

戸
籍
」
と
名
称
を
変
え
て
、

１
５
０
年
間
保
存
し
ま
す
。

な
お
、
電
算
化
前
ま
で
に
婚

姻
や
死
亡
な
ど
で
、
既
に
戸

籍
か
ら
除
か
れ
て
い
る
人
に

つ
い
て
は
、
電
算
化
後
の
戸

籍
に
は
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
事
項
の
証
明
が

必
要
な
場
合
は
「
平
成
改
製

原
戸
籍
」
の
証
明
を
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
ご
不
明
な
点
が
あ

れ
ば
、
市
民
課
記
録
係
（
緯

433
・
７
７
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
戸
籍
事

務
の
電
算
化
へ
の
移
行
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

窓
口
待
ち
時
間
が
短
縮

氏
名
は
正
字
で
の
記
載

紙
戸
籍
１
５
０
年
保
存

13
日
か
ら
戸
籍
事
務
の
電
算
化
開
始

パ
ス
ポ
ー
ト
、
運
転
免
許
証

な
ど
の
変
更
手
続
き
は
不
要

で
す
。

　

ほ
か
に
は
、
証
明
書
の
名

称
や
様
式
な
ど
も
変
わ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
戸
籍
事

項
の
全
員
を
証
明
す
る
も
の

は
「
戸
籍
謄
本
」、
個
人
を

証
明
す
る
も
の
を
「
戸
籍
抄

本
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

電
算
化
後
は
、そ
れ
ぞ
れ「
全

部
事
項
証
明
書
」「
個
人
事
項

証
明
書
」
と
い
う
名
称
に
な

　
今
月
₁₃
日
か
ら
︑
こ
れ
ま
で
は
紙
に
記
載
し
管
理
し
て
い
た
戸
籍
の
内
容
を
︑
電
算
化
し
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
事
務
の
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
そ
こ
で
今
月
の
リ
ポ
ー
ト
で
は
︑

戸
籍
事
務
の
電
算
化
開
始
に
伴
う
メ
リ
ッ
ト
や
主
な
変
更
内
容
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
︒

証明書発行がスムーズに

嶋 　　 　
紀 　　 　
藏 　　 　

図
１　

電
子
化
に
伴
う
変
更
例常用漢字や人名用漢字などに載っている文字

を正字。それ以外の文字は誤字となります。

（１の１）

本        籍 中央１５２２番地

氏        名 太 郎

戸籍事項
    戸籍改製 平成２２年１１月１３日

【改製事由】平成６年法務省令第５１号附則第２条第１項による改製

戸籍に記録されている者

【生年月日】昭和５２年１月１日 【配偶者区分】夫
【父】 蕨市 春男
【母】 蕨市 夏子
【続柄】長男

身分事項
　　出    生 【出生日】昭和５２年１月１日

【出生地】埼玉県蕨市
【届出日】昭和５２年１月２日
【届出人】父

　　婚    姻 【婚姻日】平成１６年７月３日
【配偶者氏名】塚越花子
【従前戸籍】 中央１５２２番地 蕨市春男

戸籍に記録されている者

【生年月日】昭和５４年４月１日 【配偶者区分】妻
【父】 塚越秋男
【母】 塚越冬子
【続柄】長女

身分事項
　　出    生 【出生日】昭和５４年４月１日

【出生地】埼玉県戸田市
【届出日】昭和５４年４月２日
【届出人】父

　　婚    姻 【婚姻日】平成１６年７月３日
【配偶者氏名】蕨市太郎
【従前戸籍】 上戸田１番地 塚越秋男

以下余白

　発行番号　0000001

　　これは、戸籍に記録されている事項の全部を証明した書面である。

平成２２年１１月１５日

全   部   事   項   証   明

埼玉県蕨市

市蕨

【改製日】

【名】　太郎

○○　○○埼玉県蕨市 長

埼玉県戸田市

【名】　花子

埼玉県蕨市

番 地
戸 平 昭 川 平 昭 平
田 成 和 口 成 和 成
秋 拾 五 春 拾 五 拾
男 六 拾 男 六 拾 六
戸 年 四 戸 年 弐 年
籍 七 年 籍 七 年 七
か 日 四 か 日 壱 月
ら 参 月 ら 参 月 参
入 日 壱 入 日 壱 日
籍 久 日 籍 戸 日 編

喜 と 田 蕨 製
太 き 花 市
郎 が 子 で
と わ と 出
婚 町 婚 生
姻 で 姻 同
届 出 届 月
出 生 出 弐
と 同 蕨 日
き 月 市 父
が 弐 南 届
わ 日 町 出
町 父 参 入
本 届 千 籍
町 出 百
壱 入 六
丁 籍 拾
目 参
八 番

生
出 母 父 生

出 母 父 生
出 母 父

昭 塚 昭  
 
 
 

蕨
和 和
五 越 五 市
拾 拾
四 冬 秋 弐 夏 春
年 年

子 男 子 男

月 月

日 日

籍　　本

名   氏

蕨

中
央
千
五
百
弐
拾
弐
番
地

埼
玉
県
蕨
市

郎

夫

市

妻

太

長
女

長
男

太
 
郎

花
 
子

壱

壱

四

壱

印

印

印

印

印

新

旧

₁₅
日
以
降
に
発
行
さ
れ
る
証
明
書
の
様
式
は

横
書
き
の
項
目
ご
と
の
記
載
と
な
り
ま
す

新 旧
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　光
ひか

　琉
る

ちゃん　
（２歳）

　健
たけ

　琉
る

ちゃん　
（11か月）

大
おお

町
まち

　　圭
けい

祐
すけ

さん　
美
み

智
ち

子
こ

さんの
長男・二男　 　
　　塚越６丁目

莉
り

音
のん

ちゃん
（３歳）

野
の

村
むら

　　雄
ゆう

一
いち

さん　
由
ゆ

布
う

子
こ

さんの
長女　　　　

　　中央２丁目

　

先
月
、
大
学
時
代
の
同
窓

会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
学
部
ご
と
の
同
窓
会
は
あ

り
ま
し
た
が
、
今
回
は
初
め

て
、
全
学
部
合
同
で
の
同
窓

会
で
し
た
。
上
井
学
長
や
各

界
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生

も
多
数
参
加
さ
れ
、
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
月
末
に
は
中
学
時
代
の
同

窓
会
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
蕨
市
市
制
50
周
年

記
念
事
業
の
中
で
、
昭
和
33

年
に
蕨
一
中
を
卒
業
し
た
皆

さ
ん
が
、
卒
業
50
周
年
と
市

制
50
周
年
を
兼
ね
て
同
窓
会

を
開
催
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
企
画
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
も
、
市
長
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
が
、
恩
師
の
か
た
も

７
名
参
加
し
、
と
て
も
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で

し
た
。

　

同
窓
会
で
は
、
ど
ん
な
に

時
間
が
た
っ
て
い
て
も
、
す

ぐ
に
打
ち
解
け
、
昔
の
雰
囲

気
に
戻
れ
る
か
ら
不
思
議
で

す
。
同
窓
会
に
つ
い
て
周
り

の
人
た
ち
に
聞
い
て
み
る
と
、

行
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
多

く
あ
る
よ
う
で
す
。
同
窓
会

を
開
催
す
る
に
は
幹
事
役
な

ど
大
変
な
こ
と
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
同
窓
会
は
我
が

ま
ち
の
良
さ
を
実
感
し
、
人

と
人
の
き
ず
な
を
深
め
る
す

ば
ら
し
い
も
の
で
す
。
秋
も

深
ま
り
ま
し
た
。
季
節
の
食

を
囲
ん
で
旧
友
と
語
ら
い
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

市長　賴 髙 英 雄

同窓会のすすめ
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市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は４日、12月は２日です。
時間は午後１時～５時を予定
しています。
　ご希望のかたは秘書広報課
（緯433・7701）へ

　
「
莉
音
は
パ
パ
が
大
好
き
。

夫
が
帰
宅
す
る
と
、
お
気
に

入
り
の
エ
プ
ロ
ン
を
着
て
、

お
も
ち
ゃ
の
食
べ
物
を
食
卓

に
並
べ
ま
す
。『
パ
ー
テ
ィ
ー

だ
よ
』と
喜
ぶ
莉
音
に
、夫
も

メ
ロ
メ
ロ
で
す
。
私
が
お
風

呂
に
入
れ
た
の
に
、
も
う
一

度
夫
と
も
入
る
日
が
あ
る
ん

で
す
よ
。
そ
ん
な
莉
音
は
、

私
が
忙
し
そ
う
に
し
て
い
る

と
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
皮
む
き

な
ど
、
お
手
伝
い
を
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
つ
か
肩
を
並
べ
て
、
お
互

い
の
話
を
し
な
が
ら
料
理
を

す
る
日
が
楽
し
み
で
す
ね
」

と
、
母
親
の
由
布
子
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－464－

優しさの「環境行動」

　
「
珍
し
い
切
手
が
あ
っ
た

よ
」と
、声
を
は
ず
ま
せ
る
の

は
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
糸
ぐ
る
ま
」の
皆
さ
ん
。
利

用
者
の
自
立
に
向
け
た
自
主

活
動
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も

使
用
済
み
切
手
を
再
活
用

つ
な
が
れ
ば
と
、
使
用
済
み

切
手
を
集
め
て
、
途
上
国
の

母
子
保
健
支
援
を
行
っ
て
い

る
団
体
に
寄
附
し
て
い
ま
す
。

送
ら
れ
た
切
手
は
、そ
の
後
、

収
集
家
に
買
い
取
ら
れ
、
支

援
活
動
の
資
金
に
充
て
ら
れ

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
利
用
者

の
皆
さ
ん
は
公
民
館
な
ど
に

収
集
箱
を
置
か
せ
て
も
ら
い
、

集
め
た
切
手
を
１
日
３
時
間
、

き
れ
い
に
切
り
取
り
、
外
国

製
と
日
本
製
に
整
理
し
ま
す
。

　

３
年
前
に
始
め
て
以
来
、

こ
れ
ま
で
９
回
寄
附
し
、
お

礼
状
が
届
く
度
、
皆
さ
ん
で

回
覧
。「
次
回
は
も
っ
と
」

と
、意
欲
を
高
め
て
い
ま
す
。

→に住所・親子氏名・子の年齢・電話・フェアー希望と書き10日までに県母子寡婦福祉連合会（さいたま市大宮区吉敷町1－124　緯048・642・6551）■親子ふれあいフェアー／12月5日　午前11時　With　Youさいたま（さいたま市中央区新都心2－2）　ひとり親家庭の親子100人　往復はがき→

ワ
ラ
ビ　

隣
の
お
う
ち
か
ら

赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
が
聞
こ

え
て
く
る
よ
。

お
母
さ
ん　

先
月
、
元
気
な

男
の
子
が
生
ま
れ
た
の
よ
。

ワ
ラ
ビ　

あ
っ
。
保
健
セ
ン

タ
ー
の
田
澤
さ
ん
が
隣
の
お

う
ち
か
ら
出
て
き
た
よ
。

田
澤
さ
ん　

こ
ん
に
ち
は
。

ち
ょ
う
ど
今
、
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
な
の
。

ワ
ラ
ビ　

こ
ん
に
ち
は
。
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
っ
て
な
に
？

お
母
さ
ん　

そ
っ
か
。
今
日

は
生
後
４
か
月
ま
で
の
赤
ち

ゃ
ん
が
い
る
家
庭
を
訪
問
す

る
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
全
家
庭
を
訪
問
し
ま
す

子
育
て
楽
し
ん
で
！
専
門
家
が
悩
み
解
消

訪
問
」
だ
っ
た
の
ね
。

田
澤
さ
ん　

は
い
。
今
ま
で

は
、
希
望
し
た
場
合
だ
け
の

訪
問
で
し
た
が
、
今
年
の
４

月
か
ら
、
保
健
師
な
ど
が
全

家
庭
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

全
て
の
お
う
ち
に

行
く
の
は
大
変
だ
ね
？

田
澤
さ
ん　

楽
し
み
に
し
て

い
た
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
が

い
ざ
始
ま
っ
て
み
る
と
、
毎

日
が
驚
き
と
心
配
の
連
続
で

子
育
て
に
不
安
を
感
じ
る
こ

と
も
あ
る
た
め
、
市
で
は
、

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
に
全
家
庭
を

訪
問
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ワ
ラ
ビ　

訪
問
し
て
ど
う
い

う
こ
と
を
す
る
の
？

田
澤
さ
ん　

ま
ず
は
、
赤
ち

ゃ
ん
の
身
体
計
測
を
し
て
発

育
状
況
の
確
認
を
し
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
、
お
母
さ
ん
の

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
な
ど

を
聞
い
た
り
、
産
後
の
体
調

に
関
す
る
相
談
な
ど
に
乗
っ

た
り
し
ま
す
。

お
母
さ
ん　

ワ
ラ
ビ
が
生
ま

れ
た
と
き
も
訪
問
し
て
も
ら

っ
た
の
よ
。
あ
の
と
き
は
、

い
ろ
い
ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
も
ら
い
助
か
り
ま
し
た
。

田
澤
さ
ん　

初
め
は
誰
で
も

子
育
て
に
不
安
を
感
じ
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
私
た
ち
保
健

師
な
ど
が
、
お
母
さ
ん
が
抱

え
て
い
る
不
安
や
悩
み
な
ど

を
解
消
す
る
た
め
に
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

お
母
さ
ん　

専
門
家
の
人
た

ち
に
相
談
で
き
る
の
は
心
強

親と子の
ニュースの
小窓

　市では、赤ちゃんが産まれてから
４か月までに、保健師などがご家庭
に訪問する「こんにちは赤ちゃん訪
問」事業を、今年度から開始していま
す。今月は、この事業の目的や訪問
内容などについて保健センターの田

た

澤
ざわ
美
み
佳
か
保健師にお話を伺いました。

子育て中の皆さんを
身も心もサポート

こんにちは赤ちゃん訪問

私たちがご家庭を訪問します

い
で
す
ね
。

田
澤
さ
ん　

は
い
。
相
談
以

外
に
も
、予
防
接
種
や
健
診
、

講
座
な
ど
の
子
育
て
に
関
す

る
情
報
も
お
伝
え
し
ま
す
。

訪
問
は
１
時
間
半
く
ら
い
で

す
が
、
そ
の
後
に
電
話
で
相

談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

お
母
さ
ん　

正
に
身
近
な
相

談
相
手
と
い
う
感
じ
だ
わ
。

田
澤
さ
ん　

お
母
さ
ん
に
安

心
し
て
、
子
育
て
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
で
す
か
ら
ね
。

お
母
さ
ん　

そ
れ
に
は
、
周

囲
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す

よ
ね
。
訪
問
の
手
続
き
は
？

田
澤
さ
ん　

市
役
所
で
、
出

生
の
手
続
き
を
す
る
際
に
連

絡
先
を
お
伺
い
し
て
い
ま

す
。
後
日
、
訪
問
日
程
に
つ

い
て
ご
連
絡
を
し
ま
す
。

お
母
さ
ん　

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

赤
ち
ゃ
ん
の
順
調
な
成
長
に
お
母
さ
ん
も
一
安
心

　

東
小
学
校
の
５
年
生
52
人
は
、
９
月

末
か
ら
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で「
ビ
デ

オ
ニ
ュ
ー
ス
を
つ
く
ろ
う
」（
全
18
時
間
）

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。８
、９
人
の
班

に
分
か
れ
、情
報
の
伝
え
方
や
伝
わ
り
方

な
ど
を
学
び
な
が
ら
、「
先
生
の
私
生
活

を
突
撃
取
材
！
」「
学
校
の
怪
談
話
に
し

よ
う
」な
ど
と
、自
由
な
発
想
で
テ
ー
マ

を
決
め
、取
材
や
撮
影
に
挑
戦
す
る
児
童

た
ち
。Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
映
像
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
指
導
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、

児
童
た
ち
は
、
想
像
力
や
表
現
力
を
膨

ら
ま
せ
な
が
ら
、
制
作
に
夢
中
で
す
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
深
ま
る
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
。力
作
の
完
成
が
楽
し
み
で
す
ね
。

子どもクラブ小学生がニュース番組制作

東小学校

詳
細
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯
431
・
５
５
９
０
）
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わ
ら
び
の
野
鳥
・
虫
・
草
　
　
○

催
さ
れ
た
国
民
体
育
大
会
。

平
均
年
齢
19
・
１
歳
と
若
い

編
成
で
臨
ん
だ
女
子
サ
ッ
カ

ー
埼
玉
県
選
抜
で
精
神
的
支

柱
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張

っ
た
の
は
、
金
箱
紗
奈
さ
ん

（
22
歳
・
塚
越
５
丁
目
）で
す
。

身
長
１
６
５
㌢
、当
た
り
負
け

し
な
い
体
格
を
生
か
し
た
１

対
１
の
守
備
の
強
さ
が
持
ち

味
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
で
、

最
終
ラ
イ
ン
か
ら
声
を
張
り

上
げ
チ
ー
ム
を
鼓
舞
し
ま
す
。

残
念
な
が
ら
大
会
は
初
戦
で

強
豪
静
岡
県
と
当
た
り
惜
敗
。

で
も
、「
大
舞
台
に
立
て
て

楽
し
か
っ
た
」と
語
り
ま
す
。

　

金
箱
さ
ん
が
サ
ッ
カ
ー
を

始
め
た
の
は
５
歳
の
と
き
で

す
。
運
動
が
大
好
き
で
、
地

元
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
入

り
、
男
子
に
交
じ
っ
て
ボ
ー

ル
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

女
子
サ
ッ
カ
ー
は
、
今
で

こ
そ「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」

の
愛
称
で
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
環
境
面
で

は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

中
学
校
に
上
が
る
頃
、
大
半

の
仲
間
が
サ
ッ
カ
ー
を
や
め

て
し
ま
う
な
か
、「
幸
い
、親

の
理
解
が
あ
り
、
続
け
る
こ

と
が
で
き
た
」と
金
箱
さ
ん
。

高
校
で
は
全
国
ベ
ス
ト
８
に

輝
き
、
大
学
は
女
子
サ
ッ
カ

ー
の
名
門
・
日
本
体
育
大
学

へ
。
部
員
70
人
が
切
磋さ

琢た
く

磨

す
る
日
々
の
な
か
で
、
国
体

出
場
を
果
た
し
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
次
の
目
標
は
教
師

に
な
る
こ
と
。
先
月
は
母
校

の
東
中
学
校
で
教
育
実
習
を

受
け
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
指
導

に
も
参
加
し
ま
し
た
。「
実
は

私
こ
こ
の
女
子
部
員
第
１
号

な
ん
で
す
よ
」と
当
時
の
秘
話

を
教
え
て
く
れ
た
金
箱
さ
ん
。

　

教
師
に
な
っ
た
ら
女
子
サ

ッ
カ
ー
部
を
作
り
た
い
―
。

力
強
い
視
線
の
先
に
ゴ
ー
ル

を
し
っ
か
り
捕
え
て
い
ま
す
。

輝いていま  ひと
国民体育大会女子サッカー埼玉県選抜　

広
報
蕨　

七
一
〇
号　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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「
夢
」
に
向
か
っ
て
キ
ッ
ク
オ
フ

金
かね

箱
ばこ

 紗
さ

奈
な

 さん

月
25
日
か
ら
10
月
５

日
ま
で
千
葉
県
で
開

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
工
事

期
間
中
は
通
り
が
狭
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
昨

年
度
設
置
し
た
西
口
と
同
様
、

11
人
乗
り
で
、乗
っ
た
方
向
の

ま
ま
降
り
ら
れ
る
貫
通
型
を

　

ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び

東
ル
ー
ト
20
番
目
の

停
留
所
「
蕨
駅
東
口

入
口
」で
下
車
し
て
、

駅
東
口
へ
足
を
運
ぶ

と
、
コ
ー
ヒ
ー
店
の

前
付
近
で
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
工
事
が
始

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

期
間
は
９
月
16
日

か
ら
来
年
３
月
14
日

ま
で
の
予
定
で
、原
則

日
曜
日
を
除
く
午
前

８
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
の
間
に
工
事
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

ぷらっと・わらび・小さな旅
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
工
事
始
ま
る

ウ
ラ
ナ
ミ
シ
ジ
ミ

　

10
月
中
旬
、
錦
町
６
丁
目

の
草
む
ら
で
、
ウ
ラ
ナ
ミ
シ

ジ
ミ
に
出
会
い
ま
し
た
。
開

張
３
㌢
の
小
さ
な
チ
ョ
ウ
で
、

日
本
に
約
70
種
類
い
る
シ
ジ

ミ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
で
す
。
そ

の
名
前
の
由
来
は
、
羽
の
裏

面
の
薄
い
褐
色
と
白
の
波
状

模
様
。
縁
に
あ
る
、
２
つ
の

黒
い
斑
点
と
細
い
尾
の
部
分

の
突
起
は
、
複
眼
と
触
角
に

似
て
い
て
、
頭
が
ど
ち
ら
か

分
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、

天
敵
か
ら
身
を
守
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

冬
の
間
は
温
暖
な
地
域
で

し
か
生
息
で
き
ず
、
し
ば
ら

く
は
そ
の
か
れ
ん
な
姿
を
目

に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

採
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、３
階
部
分
の

乗
降
口
は
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
で
上
が
っ
た

正
面
に
設
置
し
ま
す
。

　
こ
れ
で
蕨
駅
に
は
、

改
札
内
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
と
合
わ
せ
て
３

基
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
改
札
ま
で

だ
け
で
な
く
バ
リ
ア

フ
リ
ー
で
誰
も
が
自

由
に
市
の
西
側
と
東

側
の
行
き
来
が
で
き

｢安全対策に配慮して行います｣と、道路公園課榎戸晃さん

９


